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2015年 1 月 6 日　第 3回学位審査委員会。上記指摘に関して論文提出者より文書で修正回答があり、修
正点の確認を行った後に、口頭にて最終試験を行った。






















制限による）では有酸素性運動能が低下すること、体重の 3～ 4 %の脱水では無酸素性運動能が低下す


























第 3章では、体重の 2 %の脱水が間欠的運動能および腎・肝機能に及ぼす影響を明らかにすることを
目的に、飲水制限によるウエイトコントロールを行ったことのある大学生アマチュアボクシング選手 8名
を対象に、非脱水条件（euhydration; EUH）と 2 %の脱水条件（hypohydration; HYP）で、 2回の間欠的運
動（ 5秒の全力自転車漕ぎ運動と10秒の休憩を 8試行繰返し（計 2分）× 4ラウンド）を無作為の順序で
行わせた。実験初日午後に暑熱環境（室温37℃、湿度50%）にて、運動を行わせ、体重の 3 %の脱水を生
じさせ、翌朝、 2 %の脱水条件（HYP）、または非脱水条件（EUH）で来るよう指示した。実験 2日目朝に、
間欠的運動テストを行わせ、間欠的運動能への影響を総仕事量、平均仕事量により、腎・肝機能への影響











第 4章では第 2章（アンケート調査）と第 3章（脱水下運動テスト）の結果を総括し、以下のようにま
とめている。
レスリング選手は 7 ～10日間で 3 ～ 5 kg（ 5 ～10% の体重減少）のウエイトコントロールを実施して
おり、大多数の選手が急速減量を実施していた。柔道選手は、 7±7日間で1.6±1.6kg（2.5±2.3% の体重
減少）のウエイトコントロールを実施し、その大多数の選手が急速減量を実施していた。アマチュアボク



















トコントロールを行っているものの、22± 9 日で4.0±1.7kg（6.8±2.5% の体重減少）と他の競技に比較し、
緩徐なものであった。しかし、一方で、ほとんどの選手が計量直前での飲水制限による急速減量を実施し
ていた。ボクシングを含めた間欠的運動能が 3 %の脱水（急速減量）により低下するとの報告はあるが、
2 %脱水の影響は未検討であった。そこで、 2 %脱水の間欠的運動能への影響を運動生理学的実験によ










スポーツ健康科学研究 , 36:17-26, 2014.
第 3章
Two percent hypohydration does not impair self-selected high-intensity intermittent exercise performance.
Yamashita N, Ito R, Nakano M, Matsumoto T.
Journal of Strength and Conditioning Research, 29:116-125, 2015.
2 ．最終試験の結果
第 3回審査委員会において、口頭にて最終試験を行った。その内容は、論文の内容、研究方法論、ヒト
を対象とした実験研究における倫理、生体の調節系の概念に関する認識を確認しようとするものであり、
その結果、研究能力および専門領域についての十分な学識を有していると判定した。
3 ．学力の確認
本論文の提出者は、本研究科博士課程において所定の単位を取得し、かつ学会誌に英文 1編、和文 1編
を含む複数の論文を発表していることにより、博士の学位を授与されるに値する学力を有すると判断した。
4 ．結論
本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士（体育学）の学位に値するものであり、かつ、
論文提出者は専門領域に関する十分な学識と研究能力を有するものと判定した。
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